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日立市立助川中学校

研究テーマ 『人権教育の精神の涵養を目指す人権教育の推進』

～教職員自らの人権意識を高め，家庭や地域との連携を深めながら

教育活動全体を通した生徒の人権感覚や人権意識の育成～

Ⅰ 研修・活動実践状況

月 内 容 備考（講師・活用資料等）
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６

７
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９

１０
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１２

１

２

３

・指導方針・研修計画の立案

・学級組織づくり

・生徒会オリエンテーション

・Ｑ－Ｕテスト①

・生徒総会

・Ｑ－Ｕテスト①の分析

・修学旅行の運営（人間関係の指導）

・公民の学習「人間尊重と日本国憲法」

・心ゆたかな体験学習（１年）

（集団行動のあり方と人間関係の指導）

・宿泊学習（２年）

（集団行動のあり方と人間関係の指導）

・職場体験学習の計画（２年）

・教育相談

・構成的グループ・エンカウンター，ソーシャル・スキル・

トレーニングの実施

・職場体験学習（２年）

・１学期の反省と今後の取り組みについて

・人権作文，標語による人権意識の高揚

・職員研修（教師の人間関係づくり）

・体育祭（集団としての取り組み，参加の仕方）

・文化祭「鵬祭」の運営について

・文化祭「鵬祭」の実施

（生徒の自主活動と人間関係の指導）

・教育相談（悩みや問題をもつ生徒の指導）

・構成的グループ・エンカウンター，ソーシャル・スキル・

トレーニングの実施

・２学期の反省（学級の人間関係・まとまり）

・学年末反省（本年度の反省と次年度への提言）

・人権教育推進委員会

・学級活動

・生徒会の企画運営

・学校課題研究

・生徒会の企画・運営

・学年，学級活動

・社会科部

・学年，学級活動

・学級担任，教育相談員

・部員研修会

・人権教育部

・講師 スクールカウンセラー

鈴木先生

・全校，学年，学級

・学年，学級活動

・生徒会活動

・学級担任，教育相談員

・全体研修会

・学年，学級

・全体研修会

・部員研修会
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１ 本校人権教育の目標

地域の実情や生徒の発達段階などを考慮しながら，学校教育全体の中で人権尊重の教育が効果的に

行えるように配慮する。

２ 授業実践内容 ～大単元「人間の尊重と日本国憲法」の指導（第３学年・社会科）

（１） 大単元を通して

ア 歴史学習や日常生活との関連を図る

イ 「いろいろな考えを認め合う。しかし，譲れないものがある。」というスタンス

ウ 「人権」と「公共の福祉」のバランス

（２） 小単元「個人と社会生活」の指導の中から・・・「未来の家庭シミュレーション」

ア 個人で考え、判断する。

イ 挙手をして各自の判断を明らかにし，学級全体の傾向をつかむ

ウ 判断の理由や「その他」の内容等を話し合う

（３） 小単元「人権と日本国憲法」の指導の中から・・・「ちがいのちがい」

ア 「あってよいちがい」か「あってはいけないちがい」かを判断して，話し合う

（ⅰ）各自が判断して，ワークシートに記入する

（ⅱ）グループで意見をまとめる

（ⅲ）全体で話し合う

３ 成果

（１） 教育活動全体を通して，人権意識の育成を図ってきた。特に、行事等では，クラスでの

人権を意識した盛り上がりができた。また，Ｑ－Ｕテストを利用したクラスの雰囲気づ

くりに努力した。

（２） 社会科の授業の中では，１・２年生での歴史学習でも人権については大切に扱っていた

ので，公民的分野での人権学習の内容にもスムーズに取り組むことができた。また，日

頃から「いろいろな考えを認め合う」雰囲気づくりに努めている。人権教育に真正面か

ら取り組む単元であれば，なおさらである。おかげで，多様な考えを出し合い，自分と

ちがう考えも認めたり，自分の考えも認めてもらえるという経験を積むことができた。

Ⅱ 今後の課題

・ 発表された内容と普段の言動には，ちがいも見られる。考えたことが実践できるように支援して

いきたい。

・ 進度を気にして，意見交換の時間を十分にとれない傾向にあった。自分の考えの発表だけではな

く，他の生徒との意見のやりとりをすることによって考えをさらに深めさせていきたい。

・ 社会の授業では，用語や法律について理解しようとする生徒が多くなりがちだった。実際の学校

生活や普段の生活を見ていると，必ずしも「人権意識」が生きてこない。「人権意識」は，コツ

コツ地道に培っていかなくてはならないと考える。


